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(57)【要約】
　カスタマイズド化粧品（１１）を調製するためのキッ
ト（１８）は、５つの化粧品ベース（２６、２８、３０
、３２、３４）のうちの少なくとも１つを含む。５つの
化粧品ベース（２６、２８、３０、３２、３４）の各々
は、複数の１次カテゴリ（２０ａ）のうちの少なくとも
１つに対応する。キット（１８）は、これに加えて、少
なくとも１つの化粧品ベース（２６、２８、３０、３２
、３４）と混合するための少なくとも１つの化粧有効成
分（２４）を含む。少なくとも１つの化粧有効成分（２
４）は、複数の１次カテゴリ（２０ａ）のうちの少なく
とも１つ又は複数の２次カテゴリ（２０ｂ）のうちの少
なくとも１つに対応する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カスタマイズド化粧品を調製するためのキットであって、
　各々が複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つに対応する５つの化粧品ベースのう
ちの少なくとも１つと、
　前記少なくとも１つの化粧品ベースと混合するためのものであり、前記複数の１次カテ
ゴリのうちの少なくとも１つと複数の２次カテゴリのうちの少なくとも１つとのうちの少
なくとも１つに対応する少なくとも１つの化粧有効成分と、
　を含むことを特徴とするキット。
【請求項２】
　前記５つの化粧品ベースは、リッチなアンチエイジングクリームベース、軽いアンチエ
イジングクリームベース、敏感肌クリームベース、保湿クリームベース、及び脂性肌クリ
ームベースであることを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの化粧有効成分は、ベクトル化されたコエンザイムＱ１０成分、ビ
タミンＣ誘導体成分、ヒアルロン酸リポゾーム成分、テトラペプチド及びオリゴペプチド
配合物成分、オクタペプチド成分、抗酸化酵素複合体成分、イナゴマメ抽出成分、ベクト
ル化されたセラミド成分、トリテルペンゲル成分、ビタミンＢ３成分、多糖類成分、植物
性オメガ脂肪酸成分、及びテトラペプチド成分のうちの１つであることを特徴とする請求
項１に記載のキット。
【請求項４】
　前記１次カテゴリは、消費者の肌タイプ及び消費者の１次的な肌の悩みに基づいている
ことを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項５】
　前記２次カテゴリは、消費者の２次的な肌の悩みに基づいていることを特徴とする請求
項１に記載のキット。
【請求項６】
　５つの化粧品ベースを含むことを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項７】
　複数の化粧有効成分を含むことを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項８】
　混合及び包装アセンブリを更に含むことを特徴とする請求項１に記載のキット。
【請求項９】
　消費者の肌状態を評価して前記複数の１次カテゴリ及び前記複数の２次カテゴリに分類
するように構成された評価システムを更に含むことを特徴とする請求項１に記載のキット
。
【請求項１０】
　カスタマイズド化粧品を調製する方法であって、
　評価者により、評価システムを通して消費者の肌状態を評価し、かつそれを少なくとも
１つの１次カテゴリ及び少なくとも１つの２次カテゴリに分類する段階と、
　前記評価者により、前記消費者の前記分類された肌状態の前記少なくとも１つの１次カ
テゴリに対応する少なくとも１つの化粧品ベースを選択する段階と、
　前記評価者により、前記消費者の前記分類された肌状態の前記少なくとも１つの１次カ
テゴリと前記少なくとも１つの２次カテゴリとのうちの少なくとも１つに対応する少なく
とも１つの化粧有効成分を選択する段階と、
　前記評価システムによって前記カスタマイズド化粧品のための調合を生成する段階であ
って、該調合が、前記少なくとも１つの化粧有効成分の特定の分量を含む、前記生成する
段階と、
　混合装置を用いて前記調合に従って前記少なくとも１つの化粧有効成分を前記少なくと
も１つの化粧品ベースと混合し、前記カスタマイズド化粧品を形成する段階と、



(3) JP 2017-510389 A 2017.4.13

10

20

30

40

50

　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１１】
　前記化粧品ベースは、リッチなアンチエイジングクリームベース、軽いアンチエイジン
グクリームベース、敏感肌クリームベース、保湿クリームベース、及び脂性肌クリームベ
ースのうちの１つであることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの化粧有効成分は、ベクトル化されたコエンザイムＱ１０成分、ビ
タミンＣ誘導体成分、ヒアルロン酸リポゾーム成分、テトラペプチド及びオリゴペプチド
配合物成分、オクタペプチド成分、抗酸化酵素複合体成分、イナゴマメ抽出成分、ベクト
ル化されたセラミド成分、トリテルペンゲル成分、ビタミンＢ３成分、多糖類成分、植物
性オメガ脂肪酸成分、及びテトラペプチド成分のうちの１つであることを特徴とする請求
項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記カスタマイズド化粧品をジャー及びボトルのうちの少なくとも一方の中に包装する
段階を更に含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの１次カテゴリは、前記消費者の肌タイプ及び該消費者の１次的な
肌の悩みに基づいていることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの２次カテゴリは、前記消費者の２次的な肌の悩みに基づいている
ことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１６】
　前記評価者によって選択された前記少なくとも１つの化粧品ベースと、該評価者によっ
て選択された前記少なくとも１つの化粧有効成分と、前記調合に従って前記カスタマイズ
ド化粧品を混合してそれを包装するように構成された混合及び包装アセンブリとを含むキ
ットを与える段階を更に含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの化粧有効成分は、前記評価者、現場組み立て担当者、及び現場外
の製造業者のうちの少なくとも１つによって前記少なくとも１つの化粧品ベースと混合さ
れることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１８】
　カスタマイズド化粧品を調製するためのシステムであって、
　複数の１次カテゴリ及び複数の２次カテゴリを含み、消費者の肌状態を評価してそれを
該複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つ及び該複数の２次カテゴリのうちの少なく
とも１つに分類するために、前記カスタマイズド化粧品を調製するための調合を推奨する
評価者によって使用されるように構成された評価システムと、
　前記調合に従って前記カスタマイズド化粧品を調製するための５つの化粧品ベースのう
ちの少なくとも１つと少なくとも１つの化粧有効成分とを含むキットであって、該５つの
化粧品ベースの各々が、前記複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つに対応し、該少
なくとも１つの化粧有効成分が、該複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つ及び前記
複数の２次カテゴリのうちの少なくとも１つのうちの、少なくとも一方に対応する前記キ
ットと、
　を含むことを特徴とするシステム。
【請求項１９】
　前記５つの化粧品ベースは、リッチなアンチエイジングクリームベース、軽いアンチエ
イジングクリームベース、敏感肌クリームベース、保湿クリームベース、及び脂性肌クリ
ームベースであることを特徴とする請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記１次肌カテゴリは、前記消費者の肌タイプ及び該消費者の１次的な肌の悩みに基づ
いており、
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　前記２次肌カテゴリは、前記消費者の２次的な肌の悩みに基づいている、
　ことを特徴とする請求項１８のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
〔関連出願への相互参照〕
　本出願は、２０１４年１月２３日出願の米国仮特許出願６１／９３０，７１２号の利益
を主張するものである。上記出願の開示全体は、これにより引用によって本明細書に組み
込まれる。
【０００２】
　本発明の開示は、肌状態のための非薬用化粧品を調製するためのシステム、方法、及び
キットに関し、より具体的には、非薬用カスタマイズ化粧品を調製するためのシステム、
方法、及びキットに関する。
【背景技術】
【０００３】
　化粧製品が消費者の外見を改善することは従来から公知である。ある一定の化粧製品は
、様々な肌状態の外見を具体的に改善するために臨床的に試験されて非薬用である化粧有
効成分から構成される。肌状態のための化粧有効成分から構成された化粧製品を取得する
ために、消費者は、化粧製品を購入する前に専門的アドバイス又は専門的肌指導を受ける
。この専門的アドバイスにも関わらず、既存の製品は、消費者の特定の肌状態に対してカ
スタマイズされない場合がある。
【０００４】
　消費者の各個別化された肌状態に対して化粧製品を適切にカスタマイズすることは、複
雑になる可能性がある。カスタマイズされた化粧製品を消費者に直接に提供するある一定
の方法は公知である。これらの方法は、多くの場合に、任意にそこから選択し、手動で混
合かつ適合させ、複数の段で消費者の肌に手動で適用される多数の製品、成分、処方、及
び／又は構成要素によって消費者を圧倒する段階を含む。これらの方法は、時間を消費し
、過分である可能性があり、かつ消費者の全ての問題に対処しない場合がある。製品、成
分、処方、又は構成要素の各々は、消費者自身によって行われる評価に基づいて消費者に
よって取得することができる。しかし、消費者は、自身の肌状態を適正に評価するのに必
要な知識が欠如し、及び／又は多数の製品から選択する複雑さによって混乱状態になる場
合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従って、肌状態を改善する有効成分を有する化粧製品に対する需要の高まりと共に、簡
単、カスタマイズ可能、好都合であり、かつ消費者の肌状態の学識のある評価を伴う特定
の肌状態のための化粧品を調製するためのキット、システム、及び方法に対する継続する
必要性が存在する。化粧品を調製するためのキット、システム、及び方法を改善すること
ができれば有利であると考えられる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の開示により、簡単、カスタマイズ可能、好都合であり、かつ消費者の肌状態の
学識のある評価を伴う消費者の特定の肌状態のための化粧品を調製するためのキット、シ
ステム、及び方法が発見されたことは驚くべきことである。
【０００７】
　本発明の開示の実施形態により、カスタマイズド化粧品を調製するためのキットを開示
する。キットは、５つの化粧品ベースのうちの少なくとも１つを含む。５つの化粧品ベー
スの各々は、複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つに対応する。キットは、これに
加えて、少なくとも１つの化粧品ベースと混合するための少なくとも１つの化粧有効成分
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を含む。少なくとも１つの化粧有効成分は、複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つ
又は複数の２次カテゴリのうちの少なくとも１つに対応する。
【０００８】
　本発明の開示の別の実施形態により、カスタマイズド化粧品を調製する方法を開示する
。本方法は、評価システムを通じて評価者によって消費者の肌状態を評価かつ分類する段
階を含む。肌状態は、少なくとも１つの１次カテゴリと、少なくとも１つの２次カテゴリ
に分類される。評価者は、次に、消費者の分類された肌状態の少なくとも１つの１次カテ
ゴリに対応する少なくとも１つの化粧品ベースを選択する。評価者はまた、消費者の分類
された肌状態の少なくとも１つの１次カテゴリ又は少なくとも１つの２次カテゴリに対応
する少なくとも１つの化粧有効成分も選択する。本方法は、これに加えて、評価者により
、カスタマイズド化粧品のための調合を推薦する段階を含む。調合は、少なくとも１つの
化粧有効成分の特定の分量を含む。少なくとも１つの化粧有効成分は、次に、消費者への
最終製品の提供の前に、混合装置を用いて調合に従って少なくとも１つの化粧品ベースと
混合されてカスタマイズされた化粧品を形成する。
【０００９】
　本発明の開示の更に別の実施形態により、カスタマイズド化粧品を調製するためのシス
テムを開示する。システムは、評価システム及びキットを含む。評価システムは、複数の
１次カテゴリ及び複数の２次カテゴリを含む。評価者は、消費者の肌状態を評価し、それ
を複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つ及び複数の２次カテゴリのうちの少なくと
も１つに分類する。評価者は、カスタマイズド化粧品を調製するための調合を推薦する。
キットは、調合に従ってカスタマイズされた化粧品を調製するための５つの化粧品ベース
のうち少なくとも１つと少なくとも１つの化粧有効成分とを含む。５つの化粧品ベースの
各々は、複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つに対応する。少なくとも１つの化粧
有効成分は、複数の１次カテゴリのうちの少なくとも１つ又は複数の２次カテゴリのうち
の少なくとも１つに対応する。
【００１０】
　本発明の開示の上述の並びに他の利点は、特に本明細書に説明される図面に照らして考
えた時に以下の詳細説明から当業者には容易に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】システムが特定の化粧品ベースと化粧有効成分とを有するキットを含むカスタマ
イズド化粧品を調製するためのシステムの概略図である。
【図２】本発明の実施形態によるカスタマイズド化粧品を調製する方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下の詳細説明及び添付図面は、本発明の様々な実施形態を説明及び例示するものであ
る。説明及び図面は、当業者が本発明を製造及び使用することを可能にするように機能し
、決して本発明の範囲を限定しようとするものではない。開示された方法に関して、提示
の段階は本質的に例示であり、従って、段階の順番は、特に別途開示されない限り、必ず
しも必要ではなく重要でもない。
【００１３】
　図１では、カスタマイズド化粧品１１を調製するためのシステム１０が示されている。
本明細書に使用される用語「カスタマイズド化粧品」は、肌に有益な局所作用をもたらす
科学的根拠に基づく化粧品を表している。本発明の開示のカスタマイズド化粧品１１は、
処方箋が不要の非薬用品とすることができる。カスタマイズド化粧品１１は、深刻ではな
い様々な肌状態の外見を改善する注意深く選択されて臨床的に試験された非薬用化粧有効
成分から構成される製品である。
【００１４】
　システム１０は、評価者１２及び消費者１４によって使用するための評価システム１６
とキット１８とを含む。評価者１２は、消費者１４の肌のタイプ及び肌の悩み等の消費者
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１４の肌状態に関連する消費者１４に関する情報を受け入れる。評価者１２は、評価シス
テム１６を通して評価を提供し、消費者１４の肌状態をカテゴリ２０に分類する。評価シ
ステム１６を通した評価かつ分類に基づいて、評価者１２は、カスタマイズド化粧品１１
のための推奨される調合を消費者１４に提供する。キット１８は、推奨された調合に基づ
いてカスタマイズされた化粧品１１を調製するために利用される。キット１８は、カスタ
マイズド化粧品１１の調合のための化粧品ベース２２及び化粧有効成分２４を含むことが
できる。キット１８は、カスタマイズした化粧品１１を混合して包装する混合及び包装ア
センブリ３６を更に含むことができる。
【００１５】
　ある一定の実施形態において、評価者１２は、非制限例として、医療専門家、認可され
た皮膚科医、内科医、又は店頭販売の製品を提供するよう訓練された人である場合がある
。他の例では、評価者１２は、美容師、美容専門家、エステティシャン、スキンケア提供
者、又は消費者１４の様々な肌状態の外見を改善することに関係するいずれかの他の人で
ある可能性がある。評価者１２は、少なくとも消費者１４の肌状態に基づいて適切な非薬
用カスタマイズド化粧品１１を選択するように訓練される。
【００１６】
　消費者１４は、例えば、脂性肌、何らかのトラブル又はしみのできやすい肌、乾燥肌、
敏感肌、年齢肌、化粧品による保守を必要とする肌、手術後の回復を必要とする肌、又は
その組合せなどの肌状態が深刻でないあらゆる人である可能性がある。カスタマイズド化
粧品１１を必要とする場合がある他の深刻でない肌状態も考えることができることが理解
され、深刻でない肌状態とは、皮膚科医又は内科医を必要としない肌状態である。「状態
」は、美的な改善を含むことができることも更に理解される。
【００１７】
　消費者１４の肌状態のカテゴリ２０は、１次カテゴリ２０ａ及び２次カテゴリ２０ｂを
含むことができる。例えば、１次カテゴリ２０ａは、消費者１４の肌タイプ及び１次的な
肌の悩みに基づくことができる。１次カテゴリ２０ａは、以下の肌タイプ、例えば、極度
の感想肌、乾燥肌、普通肌、脂性肌と乾燥肌の混合肌、脂性肌、極度の脂性肌を含むこと
ができる。１次カテゴリ２０ａは、以下の１次的な肌の悩み、例えば、美容処置の保守、
加齢、手術後の回復、保湿、敏感肌、脂性肌、及び／又はしみを含むことができる。追加
の又は他の様々な肌タイプ及び／又は１次的な肌の悩みも、必要に応じて考えることがで
きる。これに加えて、１次的なカテゴリ２０ａは、本発明の開示の範囲から逸脱すること
なく消費者１４の肌タイプ及び１次的な肌の悩み以外の基準に基づくことができる。
【００１８】
　１次カテゴリに従属する補助的カテゴリとすることができる２次カテゴリ２０ｂは、消
費者１４の２次的な肌の悩みに基づくことができる。例えば、消費者１４の１次的な肌の
悩みが加齢である場合に、２次カテゴリ２０ｂは、以下の加齢に関する２次的な肌の悩み
、例えば、しわの予防、しわ消し、光老化、しみ、過剰な油分、保湿、敏感肌を含むこと
ができる。別の例では、消費者１４の１次的な肌の悩みが、美容処置の保守である場合に
、２次カテゴリ２０ｂは、美容処置のタイプを含むことができる。１次カテゴリ２０ａに
従属した又は独立した追加の又は他の様々な肌の悩みも、必要に応じて考えることができ
る。１次カテゴリ２０ａ及び２次カテゴリ２０ｂに加えて、追加のカテゴリ又は２次カテ
ゴリも、必要に応じて考えることができることが理解される。
【００１９】
　評価システム１６は、手動で消費者１４の肌状態の評価かつ分類を行う際に評価者１２
を助けることができる。評価システム１６は、消費者１４に尋ねる予め決められた主要な
質問のリスト、選択図表への参照、光学皮膚アナライザー及びスキャナ、ダウンロード可
能なコンピュータプログラム、肌状態を分析及び評価するためのアプリケーション、又は
そのあらゆる組合せとすることができる。ある一定の実施形態において、評価システム１
６は、自動肌撮像システムを使用して補足することができる。評価システム１６は、評価
中に評価者１２を助けるのに必要なあらゆるツール、デバイス、又はプログラムとするこ
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とができる。
【００２０】
　非制限例では、評価システム１６は、消費者１４によって主観的に完成させることがで
きるアンケート、及び評価者１２によって利用される対応する選択ガイドを含む。アンケ
ートは、消費者１４の肌タイプ、消費者１４の１次的な肌の悩み、及び消費者１４の２次
的な肌の悩みに関連する質問又は選択肢を含む。消費者１４は、彼らの個々の肌状態に対
応する選択肢から識別する。消費者１４は、彼らの対応する肌タイプ及び対応する１次的
な肌の悩みを選択及び／又はランク付けする。消費者１４は、彼らの個々の肌状態に対応
する複数の肌タイプ及び／又は１次的な肌の悩みから選択し、及び／又はそれをランク付
けすることができる。例えば、消費者１４は、彼らの肌タイプを乾燥肌と識別し、重要度
に基づいて彼らの上位２つの１次的な肌の悩みを保湿が最も重要な１次的な肌の悩みであ
り、加齢が２番目に最も重要な１次的な肌の悩みであるとしてランク付けすることができ
る。
【００２１】
　肌タイプ及び１次的な肌の悩みから選択及び／又はランク付けした後に、消費者１４は
、これに加えて、選択した及び／又はランク付けした１次的な肌の悩みに関連する更に別
の２次的な肌の悩みを識別及び／又はランク付けすることができる。例えば、消費者１４
が、彼らの最も重要な１次的な肌の悩みとして保湿をランク付けした場合に、消費者１４
は、重要度によって２次的な肌の悩みをランク付けし、及び／又は保湿に関連する２次的
な肌の悩みの強さを選択するようにアンケートによって命令される場合がある。別の例で
は、消費者１４が、加齢を彼らの最も重要な１次的な肌の悩みの１つにランク付けした場
合に、消費者１４は、２次的な肌の悩みを選択する／又はランク付けし、又は加齢に関連
する２次的な肌の悩みの強さを選択するように命令される場合がある。消費者１４のカス
タマイズされた肌状態を決定するために評価者からの必要に応じて、肌タイプ、１次的な
肌の悩み、及び２次的な肌の悩み以外の代替の又は追加の個人的又は識別情報もアンケー
トに含めることができることが理解される。
【００２２】
　非制限例によれば、対応する選択ガイドは、カスタマイズド化粧品１１の生成又は推奨
された調合を消費者１４に提供するために、化粧品ベース２２及び少なくとも１つの化粧
有効成分２４を選択するために評価者１２によって利用される。選択ガイドは、アンケー
ト上に生成された選択肢に対応し、かつ消費者１４の肌状態をランク付けするためのカテ
ゴリ２０を含む。選択ガイドは、化粧品ベース図表を含む。ベース図表は、肌タイプ及び
１次的な肌の悩みに基づく１次カテゴリ２０ａを含む。化粧品ベース２２の各々は、少な
くとも１つの１次カテゴリ２０ａと対応又は適合する。評価者１２は、次に、化粧品ベー
ス２２の１つを選択するために選択ガイドの化粧品ベース図表を利用する。
【００２３】
　選択ガイドは、選択された化粧品ベース２２に混合される少なくとも１つの化粧有効成
分２４を選択するための化粧有効成分図表も含む。化粧有効成分図表は、２次的な肌の悩
みに基づく２次カテゴリ２０ｂを含む。化粧有効成分２４の各々及びその指定された分量
は、２次カテゴリ２０ｂの少なくとも１つに対応又は適合する。評価者１２は、次に、選
択ガイドの化粧有効成分図表を利用して、化粧品ベース２２に混合される１又は２以上の
化粧有効成分２４及びその量を選択する。いずれの数又は分量の化粧品ベース２２及び／
又は化粧有効成分２４も、必要に応じて、消費者１４の肌タイプ、１次的な肌の悩み、及
び２次的な肌の悩みによって選択することができる。例えば、評価者１２は、消費者の最
も重要な１次的な肌の悩みに基づく単一化粧品ベース２２、及び消費者１４の１次的及び
２次的な肌の悩みの両方に基づく複数の化粧有効成分を選択することができる。別の例で
は、評価者１２は、消費者１４の２つの最も重要な１次的な肌の悩みに基づく２つの化粧
品ベース２２、及び消費者１４の２次的な肌の悩みに基づく単一化粧有効成分２４を選択
することができる。化粧品ベース２４と化粧有効成分２４の他の組合せも、必要に応じて
本方法に従って選択することができる。
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【００２４】
　化粧品ベース２２及び化粧有効成分２４が評価者１２によって選択された状態で、カス
タマイズド化粧品１１のために推奨される調合を消費者１４に提供することができる。推
奨される調合は、カスタマイズド化粧品１１のために推奨される化粧品ベース２２及び化
粧有効成分２４の分量のリストが含まれる。化粧品ベース２２及び化粧有効成分２４の各
々の量は、例えば、ミリリットル又はグラムで与えられる。しかし、必要に応じて、他の
計量単位も考えることができる。
【００２５】
　カスタマイズド化粧品１１のための推奨される調合は、評価システム１６の助けを借り
た評価者１２によって手動で編集される。しかし、推奨される調合は、コンピュータシス
テム、例えば、消費者１４によって準備されたアンケートなどの評価者１２に提供された
情報に基づく調合を生成するためにコンピュータシステムのメモリに格納されたコンピュ
ータ実行可能命令を実行する処理を伴うシステムによって自動的に投入することができる
。評価者１２のための訓練プログラムを与えることができる。訓練プログラムは、皮膚生
物学について及び化粧品の調合と成分について評価者１２を訓練することができる。化粧
品ベース２２及び化粧有効成分２４の各々に関する重要な情報を収容する参照図表を評価
者１２に参照のために提供することができる。
【００２６】
　カスタマイズド化粧品１１は、次に、評価者１２によって提供された調合に基づいて調
製されて消費者１４に提供される。カスタマイズド化粧品１１は、化粧品ベース２２の１
つ、及び化粧有効成分２４の少なくとも１つを含む。化粧品ベース２２は、化粧品ベース
２２の各々が消費者１４の肌状態の１次カテゴリ２０ａの少なくとも１つに対応するよう
な限定された様々なベースの１つとすることができる。
【００２７】
　例えば、図１に示すように、化粧品ベース２２は、軽いアンチエイジングクリームベー
ス２２、リッチなアンチエイジングクリームベース２８、敏感肌クリームベース３０、保
湿クリームベース３２、及び脂性肌クリームベース３４を含む５つのベースの１つである
。化粧品ベース２２の各々は、消費者１４の肌状態の１次カテゴリ２０ａの少なくとも１
つに対して選択された少なくとも１つの必須の化粧有効成分２４を含む。化粧品ベース２
２の各々は、消費者１４の肌状態の１次カテゴリ２０ａの１又は２以上に対応することが
できる。例えば、リッチなアンチエイジングクリームベース２８は、極度の乾燥肌タイプ
で１次的な肌の悩みが加齢、極度の乾燥肌タイプで１次的な肌の悩みが美容処置の保守、
乾燥肌タイプで１次的な肌の悩みが加齢、又は乾燥肌タイプで１次的な肌の悩みが美容処
置の保守という１次カテゴリ２０ａに対応することができる。別の例では、脂性肌クリー
ムベース３４は、極度の脂性肌タイプで１次的な肌の悩みが美容処置の保守、極度の脂性
肌タイプで１次的な肌の悩みが加齢、又は極度の脂性肌タイプで１次的な肌の悩みが保湿
という１次カテゴリ２０ａに対応することができる。
【００２８】
　軽いアンチエイジングクリームベース２６及びリッチなアンチエイジングクリームベー
ス２８は、単独又は組合せで、肌に適用した際に肌の質感、水分補給、及び明るさの改善
を容易にし、しわが寄ることを防ぐように構成された成分を含む。リッチなアンチエイジ
ングクリームベース２８は、例えば、軽いアンチエイジングクリームベース２６と比較し
て、より濃度の高い又はより強力な成分を含むことができる。敏感肌クリームベース３０
は、単独又は組合せで、肌に適用した際にデリケートな肌の手入れを容易にし、肌のかゆ
み及びヒリヒリ感を防ぐように構成された成分を含む。保湿クリームベース３２は、単独
又は組合せで、肌に適用した際に肌の質感及び水分補給の改善を容易にし、小じわが寄る
ことを防ぐように構成された成分を含む。脂性肌クリームベース３４は、単独又は組合せ
で、肌に適用した際に毛穴を最小にすることを容易にし、シミ及び肌のてかりを防ぐよう
に構成された成分を含む。
【００２９】
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　非制限例として、軽いアンチエイジングクリームベース２６は、成分水、アロエベラ葉
汁、グリセリン、炭酸ジカプリリル、ジメチコン、ミリスチン酸ミリスチル、大根種子油
、及びステアリン酸グリセリルを含むことができる。リッチなアンチエイジングベース２
８クリームは、水、ａｌｏｅ　ｂａｒｂａｄｅｎｓｉｓ葉汁、グリセリン、炭酸ジカプリ
リル、ジメチコン、ｍａｎｇｉｆｅｒａ　ｉｎｄｉｃａ（マンゴー）種子脂、ステアリン
酸グリセリル（ＳＥ）、ミリスチン酸ミリスチル、大根種子脂、ベヘニルアルコール、ス
テアリン酸グリセリル、及びヒドロキシエチルアクリラート／アクリロイルジメチルタウ
リン塩コポリマーを含むことができる。敏感肌クリームベース３０は、水、ｃａｒａｐａ
　ｇｕａｉａｎｅｎｓｉｓ種子油、炭酸ジカプリリル、セテアリルアルコール、グリセリ
ン、水添ポリイソブデン、カプリル酸プロピルヘプチル、セチルアルコール、及びフェノ
キシタノールを含むことができる。保湿クリームベース３２は、水、セテアリルアルコー
ル、ａｌｏｅ　ｂａｒｂａｄｅｎｓｉｓ葉汁、ｔｈｅｏｂｒｏｍａ　ｇｒａｎｄｉｆｌｏ
ｒｕｍ種子脂、エチルヘキサン酸ＰＰＧ-３ベンジルエーテル、グリセリン、プロピオン
酸ＰＰＧ－２ミリスチル、スクワラン、ベヘネス－３０リン酸、トリ（カプリル酸／カプ
リン酸）グリセリル、及びフェノキシタノールを含むことができる。脂性肌クリームベー
ス３４は、成分水、プロパンジオール、炭酸ジカプリリル、ａｌｏｅ　ｂａｒｂａｄｅｎ
ｓｉｓ葉汁、ｐａｓｓｏｆｌｏｒａ　ｅｄｕｌｉｓ種子油、ベントナイト、ジメチコン、
ヒドロキシエチルアクリラート／アクリロイルジメチルタウリン塩コポリマー、シア脂脂
肪酸ＰＥＧ－７５グリセリズ、ポリメタクリル酸メチル、ステアリン酸グリセリル、ステ
アリン酸ＰＥＧ－１００を含むことができる。当業者は、化粧品ベース２２の各々のため
の他の成分と同様に、成分の適切な濃度も必要に応じて選択することができる。各化粧品
ベース２２は、消費者１４の肌状態を改善するために代替の又は追加の化粧品成分２４又
は他の成分を含むことができることは理解される。
【００３０】
　化粧有効成分２４は、１次カテゴリ２０ａ及び／又は２次カテゴリ２０ｂに対応し、か
つ消費者１４の肌に有益であるように又は消費者１４の２次的な肌の悩みに対処するよう
に構成された成分である。化粧有効成分２４は、消費者１４の１次的な肌の悩み及び／又
は２次的な肌の悩みに対処し、又は特定の利益を取得するために化粧品ベース２２と混合
されて化粧品ベース２２を「ブースト」することができる。複数の化粧有効成分２４は、
消費者１４の様々な又は複数の１次的な肌の悩み及び２次的な肌の悩みに対処するために
又は複数の利益を取得するために様々な量で化粧品ベース２２と混合することができる。
【００３１】
　例えば、化粧有効成分２４は、表情線及びしわの外見を改善することが公知の成分、オ
クタペプチドとすることができる。オクタペプチドは、２次カテゴリ２０ｂのしわを伴う
加齢を含む１次カテゴリ２０ａ、又は処置がボツリヌス菌である場合の美容処置の保守を
含む１次カテゴリ２０ａに対応するように使用することができる。他の非制限例では、化
粧有効成分２４は、抗酸化酵素複合体成分、テトラペプチド及びオリゴペプチド配合物成
分、ヒアルロン酸リポゾーム成分、ビタミンＣ誘導体、又はベクトル化されたコエンザイ
ムＱ１０等のアンチエイジング、シミ対策、しわ対策の効果で公知のあらゆる化粧有効成
分とすることができる。化粧有効成分２４は、保湿効果が公知であるベクトル化されたセ
ラミド成分又はイナゴマメ抽出成分とすることができる。化粧有効成分２４は、敏感肌、
赤みのある肌、又はかゆみのある肌に利益をもたらすことが公知である植物性オメガ脂肪
酸成分、テトラペプチド成分、又は多糖類成分とすることができる。化粧有効成分２４は
、肌のてかり及びトラブルを改善することが公知であるトリテルペンゲル又はビタミンＢ
３とすることができる。当業者は、必要に応じて、他の適切な有効成分を化粧有効成分２
４として選択することができる。
【００３２】
　カスタマイズド化粧品１１を形成するために、化粧有効成分２４の少なくとも１つは、
化粧品ベース２２と混合される。消費者１４に提供されるカスタマイズド化粧品１１は、
消費者１４の肌状態の１次カテゴリ２０ａに対応する化粧品ベース２２の１つ、及び消費
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者１４の肌状態の１次カテゴリ２０ａ及び／又は２次カテゴリ２０ｂに対応する１又は以
上の化粧有効成分２４を含む。本発明の開示の一例示的実施形態により、消費者１４の肌
状態は、１次カテゴリ２０ａが乾燥肌タイプで１次的な肌の悩みが保湿であり、２次カテ
ゴリ２０ｂが過剰な油分及びしみ、乾燥、及び軽く動的なしわにランク付けすることがで
きる。この実施形態により、カスタマイズド化粧品１１は、保湿という１次的な肌の悩み
を抱えた１次カテゴリ２０ａの乾燥肌タイプに対応する保湿クリームベース３２を含む。
カスタマイズド化粧品１１は、トリテルペンゲル成分、イナゴマメ抽出成分、及びベクト
ル化されたコエンザイムＱ１０成分などの２次カテゴリ２０ｂの過剰な油分及びしみ、乾
燥、及び軽く動的なしわに各々個々に対応する予め決められた分量の３つの化粧有効成分
２４を更に含む。
【００３３】
　化粧有効成分２４及び化粧品ベース２２は、混合及び包装アセンブリ３６を通して混合
及び包装することができる。混合及び包装アセンブリ３６は、乳棒と乳鉢、振動器、配合
器、混合システム、撹拌器、かき混ぜデバイス、及び必要に応じて他のあらゆる製剤タイ
プ混合器のような様々な混合装置を含むことができる。カスタマイズド化粧品１１は、混
合及び包装アセンブリ３６を通して包装することができる１２。混合及び包装アセンブリ
３６は、カスタマイズド化粧品１１の粘性に基づいて、例えば、ジャー又はボトルなどの
様々な包装材料を含むことができる。しかし、必要に応じて、他の包装材料を使用するこ
ともできる。評価者１２によって提供される推奨される調合に基づいて、カスタマイズド
化粧品１１は、例えば、薬局、医局、又はサロンのような評価者１２の施設で評価者１２
又は組み立て担当者により現場で混合及び包装することができる。しかし、他の例では、
カスタマイズド化粧品１１は、評価者１２によって提供される推奨される調合に基づいて
、必要であれば現場外の製造業者又は組み立て担当者によって混合及び包装することがで
きる。
【００３４】
　図１を引き続き参照すると、化粧有効成分２４及び化粧品ベース２２は、評価者１２、
組み立て担当者、又は製造業者にキット１８の形で又は個別に提供することができるとい
うことを認めなければならない。キット１８は、１又は２以上の化粧品ベース２２及び１
又は２以上の化粧有効成分２４を含むことができる。ある一定の実施形態において、キッ
ト１８は、選択された化粧品ベース２２及び選択された化粧有効成分２４を評価者１２に
よって提供された推奨される調合に指定された分量で含む。他の実施形態において、キッ
ト１８は、一般的に、軽いアンチエイジングクリームベース２６、リッチなアンチエイジ
ングクリームベース２８、敏感肌クリームベース３０、保湿クリームベース３２、及び脂
性肌クリームベース３４の各々のうちの１又は２以上、並びに複数の化粧有効成分２４を
含む。特定の実施形態において、キット１８は、カスタマイズド化粧品１１を調製する際
に消費者１４及び評価者１２によって使用するための評価システム１６と共に，軽いアン
チエイジングクリームベース２６、リッチなアンチエイジングクリームベース２８、敏感
肌クリームベース３０、保湿クリームベース３２、及び脂性肌クリームベース３４、並び
に複数の化粧有効成分２４から構成される。キット１８に含まれる化粧品ベース２２及び
化粧有効成分２４の各々は、必要に応じてカスタマイズド化粧品１１を形成するための大
体の分量で、又は特定の調合に基づいてカスタマイズド化粧品１１を形成するための指定
の分量で提供することができる。キット１８は、評価者１２による評価の前に又は後で、
評価者１２に又は第三者の製造業者又は組み立て担当者に提供することができる。
【００３５】
　図２は、本発明の開示の実施形態によりカスタマイズド化粧品１１を調製する方法１０
０を例示している。段階１１０では、カスタマイズド化粧品１１を形成するために、キッ
ト１８が、評価者１２、製造業者、又は組み立て担当者に提供される。上述のように、キ
ット１８は、１次カテゴリ２０ａに対応する１又は２以上の化粧品ベース２２、及び１次
カテゴリ２０ａ及び／又は２次カテゴリ２０ｂのうちの１又は２以上に対応する１又は２
以上の化粧有効成分２４を含む。キット１８は、段階１４０で評価者１２から提供される
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推奨される調合に従って化粧品ベース２２及び１又は２以上の化粧有効成分２４を含むこ
とができる。キット１８はまた、特定の分量が、段階１４０で評価者１２によって提供さ
れる推奨される調合に従って後で特定の分量で投与されるように、１又は２以上の化粧有
効成分２４及び大体の量の１又は２以上の化粧有効成分２４を含むことができる。キット
１８は、キット１８を使用する際に評価者１２によって使用される顧客アンケート等の評
価システム１６及び製品選択ガイドも含むことができることを認めなければならない。
【００３６】
　段階１２０では、消費者１４の肌状態は、１次カテゴリ２０ａ及び２次カテゴリ２０ｂ
に評価かつ分類される。上述のように、消費者１４の肌状態は、評価者１２により、評価
システム１６を通して消費者１４から集められた情報に基づいてカテゴリ２０に評価かつ
分類される。
【００３７】
　段階１３０では、評価者１２は、消費者１４の分類された肌状態の１次カテゴリ２０ａ
に対応する化粧品ベース２２（例えば、軽いアンチエイジングクリームベース２６、リッ
チなアンチエイジングクリームベース２８、敏感肌クリームベース３０、保湿クリームベ
ース３２、及び脂性肌クリームベース３４）のうちの１つを選択する。消費者１４の肌状
態が１よりも多い１次カテゴリ２０ａに分類された場合に、１よりも多い化粧品ベース２
２を選択することができる。１次カテゴリ２０ａは、消費者１４の肌タイプ及び／又は消
費者１４の１次的な肌の悩みに基づくことができる。
【００３８】
　非制限例として、消費者１４の肌状態が、１次カテゴリ２０ａが脂性肌タイプで、１次
的な肌の悩みが美容処置の保守である場合に、評価者１２は、１次カテゴリ２０ａの脂性
肌タイプと１次的な肌の悩みの美容処置の保守に対応する軽いアンチエイジングクリーム
ベース２６を選択する。別の非制限例では、消費者１４の肌状態が、１次カテゴリ２０ａ
が極度の乾燥肌タイプで、１次的な肌の悩みが保湿である場合に、評価者１２は、１次カ
テゴリ２０ａの極度の乾燥と１次的な肌の悩みの保湿に対応する保湿クリームベース３２
を選択する。評価者１２は、評価システム１６で提供された情報に基づいて対応する化粧
品ベース２２を選択することができる。
【００３９】
　段階１４０では、評価者１２は、選択した化粧品ベース２２をブーストするために、消
費者１４の肌状態の１次カテゴリ２０ａ及び／又は２次カテゴリ２０ｂに対応する１又は
２以上の化粧有効成分２４を選択する。非制限例では、消費者１４の肌状態が、１次カテ
ゴリ２０ａが乾燥肌タイプで、１次的な肌の悩みが加齢、２次カテゴリ２０ｂが軽度から
重度のしみである場合に、評価者１２は、化粧有効成分２４として、アンチエイジング及
びしわ対策効果で公知のビタミンＣ誘導体を選択する。ビタミンＣ誘導体成分は、次に、
選択された化粧品ベース２２に加えられる。上述のように、肌状態が複数の１次カテゴリ
２０ａ及び／又は複数の２次カテゴリ２０ｂに分類された場合に、化粧品ベース２２をブ
ーストするために、１よりも多い化粧有効成分２４を使用することができる。評価者１２
は、評価システム１６で提供された情報に基づいて１又は２以上の対応する化粧有効成分
２４を選択することができる。
【００４０】
　段階１５０では、評価システム１６は、カスタマイズド化粧品１１のための調合を生成
する。推奨される調合は、消費者１４の分類された肌状態の１次カテゴリ２０ａに対応す
る化粧品ベース２２のうちの１つ、及び分類された消費者１４の肌状態の１次カテゴリ２
０ａ及び／又は２次カテゴリ２０ｂに対応する１又は２以上の化粧有効成分２４を含む。
化粧品ベース２２及び１又は２以上の化粧有効成分２４の各々の特定の分量又は濃度が、
生成された調合に含まれる。
【００４１】
　段階１６０では、段階１３０で選択された１又は２以上の化粧有効成分２４は、段階１
５０で評価者１２に提供された生成された調合に従って、混合及び包装アセンブリ３６を
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通して、段階１２０で選択された化粧品ベース２２と混合されてカスタマイズド化粧品１
１を形成する。上述のように、１又は２以上の化粧有効成分２４は、評価者１２により、
評価者１２の施設の現場で別の組み立て担当者により、又は現場外の製造業者により、選
択された化粧品ベース２２と混合することができる。
【００４２】
　段階１７０では、カスタマイズド化粧品１１は、混合及び包装アセンブリ３６を通して
包装材料で包装される。段階１８０では、カスタマイズド化粧品１１は、消費者１４に提
供される。これに加えて、上述の段階のいずれかに関して命令するか又は質問に答えるた
めに、テクニカルサポートが利用可能とすることができる。
【００４３】
　有利なことに、本発明の開示による特定の肌状態に対してカスタマイズされた化粧品を
調製するためのシステム、キット、及び方法は、簡単、カスタマイズ可能、かつ好都合で
ある。それは、消費者１４の肌状態の教育された評価及び分類を伴い、かつ消費者１４の
独特で個別化された肌状態に対処するために化粧品を容易にカスタマイズする機能を消費
者１４又は評価者１２に提供する。カスタマイズド化粧品１１の各々は、消費者１４の独
特の肌タイプ、１次的な肌の悩み、及び／又は２次的な肌の悩みに基づいて、消費者１４
の肌に１又は２以上の利益をもたらすことができる。
【００４４】
　本発明を例示する目的である一定の代表的実施形態及び詳細を示したが、当業者には、
以下の添付の特許請求の範囲で更に説明される本発明の開示の範囲から逸脱することなく
様々な変更を行うことができることは明らかであろう。

【図１】 【図２】
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